












目的 

近年、自閉症において脳内の serotonin 代謝異常が想定され、血液、尿、髄液中の serotonin

やその代謝物質を用いた研究が重ねられている。これまで、自閉症の serotonin代謝障害

説には、血中 serotonin や遊離型 tryptophan の高値、尿中 5-hydroxyindole acetic 

acid(5-HIAA)の高値などによって支持される serotonin 活性亢進説と、tryptophan 負荷後

の尿中 5-HIAA の増加の抑制、probenecid負荷後の尿及び髄液中の 5-HIAA 濃度の低値、血

小板による serotonin の uptake rateの低値などによって裏付けられるserotonin 活性低

下説の二つがあるが、現在のところ後者の serotonin 活性低下説が有力である。 

さて、L-5HTP(L-5hydroxytryptophan)は、serotonin の直接前駆物質であるが、serotonin

と異なり血液脳関門を通過するため、経口もしくは非経口的投与により脳内の serotonin

が増加することが知られている。臨床的にはこれまで、脳内の serotonin 活性の低下が疑

われる疾患、即ち、うつ病、Down 症候群、myoclonus てんかん、Lesch-Nyhan 症候群、精

神分裂病などの治療に応用され、その一部に効果が認められている。児童精神科領域では

、これまで Sverd ら、Zarcone、Coleman が自閉症児に対して L-5HTP 治療を試みているが

明らかな臨床的効果は認められていない。 

今回、自閉症児の脳内 serotonin 代謝、特に視床下部一下垂体系で hormone 分泌調節機構

に関与する serotonin 代謝を検討するため、自閉症児を対象として、L-5HTP を経口的に投

与し、その前後の血中の serotonin、human growth hormone(HGH)、prolactin(PRL)などの

変化を経時的に測定し、MBD 児や正常児と比較検討したので報告する。 


